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研究分野 研究内容のキーワード

栄養教育、食教育、衛生学 食教育、食育、微量元素、食事調査

学位 最終学歴

博士（医学）、修士（学術）、学士（栄養学） 大阪市立大学大学院 医学研究科 社会医学系専攻 博士課程 修了

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.Google Classroom活用による授業サポート 2020年4月~現在 各講義及び実習担当クラスでClassroomを立ち上げ、学

　 　 生が質問を行いやすい環境を整えた。また、遠隔授業

　 　 になった際も授業や実習、大学生活に関する情報を速

　 　 やかに提供し、常に担当学生とのコミュニケーション

　 　 が密に取れるように体制を整えた。

2.大学院（修士）論文指導 2011年4月から2013年3月 「食事量把握における手づかみ法の有効性の検討」

3.オフィスアワー等の活用による学生支援 ~現在 オフィスアワーや大学メールアドレスなどを周知し、

　 　 授業の質問や学生生活に関する心配事等を相談できる

　 　 機会を提供している。

2 作成した教科書、教材
1.合格ラインに到達する管理栄養士国家試験対策 2013年9月 　

2.マスタ-　栄養教育論 2011年5月 　

3.NEXT 栄養教育論実習 2010年4月 　

4.食物と栄養科学シリーズ 栄養教育論 2010年3月 　

5.新栄養科学シリーズ 栄養教育論 2008年3月 　

6.管理栄養士養成施設校　新カリキュラム対応教科書 2004年09月 　

シリーズ　公衆衛生学 　 　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.管理栄養士国家試験委員 2019年~現在 栄養士法に基づく管理栄養士国家試験業務

2.教員免許状更新講習 講師 2014年から2021年 「学校における食に関する指導」を担当

4 その他
1.武庫川女子大学附属幼稚園 食生活調査および親子 2009年~現在 栄養科学研究所（食育・人材育成研究部門）の事業と

クッキング講師 　 して園児の食生活調査および食支援、親子クッキング

　 　 を実施している。

　 　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.管理栄養士 　 　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.兵庫県立西宮今津高校 2024年9月10月 選択科目授業「フードデザイン」の非常勤講師とし

　 　 て、講義を行った。

2.兵庫県教育委員会 2024年8月20日 令和6年度　地域の特色を生かした食育推進事業 食育

　 　 講演会にて「学校教育活動全体を通じた食育の推進」

　 　 について講演を行なった。

3.兵庫県教育委員会 2024年1月26日 地域の特色を生かした食育推進事情研究発表会兼学校

　 　 給食実践研究大会（阪神地区大会）研究発表会にて講

　 　 演を行なった。

4.県立学校保健部長会・養護教諭研究会　 2023年12月11日 阪神支部合同研究協議会で講演を行なった

5.兵庫県立西宮今津高校 2023年10月2023年11月 選択科目授業「フードデザイン」の非常勤講師とし

　 　 て、講義を行った。

6.西宮市立鳴尾中学校　夏季校内研修会講師 2023年8月24日 教員対象の夏季校内研修会で「中学校での食育をテー

　 　 マ」に講義を行った。

7.兵庫県立西宮今津高等学校 2022年7月から2022年8月 「スポーツ栄養について」の講義、「スポーツ栄養を

　 　 取り入れたおにぎりレシピ」の講評を行った。

8.兵庫県立西宮今津高等学校 2021年5月 選択科目授業「フードデザイン」の非常勤講師とし

　 　 て、「食事が体に与える影響について」講義を行っ

　 　 た。
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
9.兵庫県立西宮今津高等学校　 2019年2月 選択科目授業「フードデザイン」の非常勤講師とし

　 　 て、「冬の水分管理について」講義を行った。

10.兵庫県立西宮今津高等学校 2018年11月 「高大協力プロジェクト　『スポーツと栄養』　交流

　 　 会」に参加した。

11.（社）西宮市薬剤師会、武庫川女子大学薬学部　健 2018年11月 「体脂肪を増やさないための食事の摂り方〜日常の食事

康講演会 　 を考える〜」の講演を行った。

12.松秀幼稚園 父母の会講演会 2018年11月 「共食について考える」の講演会を行った。

13.兵庫県学校栄養士協議会阪神ブロック研修会 2018年7月 「共食について考える」の講演を行った。

14.（社）西宮市薬剤師会、武庫川女子大学薬学部　健 2018年1月 健康講演会にて「冬の脱水とミネラルバランス」の講

康講演会 　 演を行った。

15.兵庫県立西宮今津高校 2018年1月 選択科目授業「フードデザイン」の非常勤講師とし

　 　 て、「冬の水分管理」について講義を行った。

16.伊丹市教育委員会　平成２８年度第３回食育担当者 2017年2月 学校現場において、教育活動全般における食育の推進

会 　 を図る中で、学校給食を生きた教材として効果的に活

　 　 用するための具体的な事例や、食に関する正しい知識

　 　 と意識の高揚を目指すことを目標とし、講演を行っ

　 　 た。

17.B－fit スポーツクラブ鶴見緑地店 2017年1月 スポーツクラブ会員を対象に「塩分摂取とカラダの関

　 　 係」について講演を行った。

18.松秀幼稚園 父母の会講演会 2016年11月 幼稚園保護者を対象に「子どもの味覚を育てる食事」

　 　 について講演を行った。

19.宝塚市地域活動栄養士研修会　講演 2011年2月 「行動変容につながるアプローチ法」について講演を

　 　 行った。

20.高槻市保健所　平成２０年度給食施設栄養業務担当 2009年3月 栄養士及び栄養業務担当者などに対して「変化のス

者研修会 　 テージモデルってなに？〜行動を科学的に見てみません

　 　 か〜」の講演会を行った。

4 その他
1.日本栄養学教育学会　代議員 2021年8月〜現在 　

2.学校法人　豊中愛光幼稚園　評議員 2021年6月〜現在 　

3.兵庫県立西宮今津高等学校　特別非常勤講師 2018年4月〜現在 　

4.学生委員 2017年4月から2019年3月 　

5.日本栄養改善学会　評議委員 2014年11月~現在 　

6.資料館運営委員会委員 2013年4月から2015年3月 　

7.学生委員 2013年4月から2014年12月 　

8.栄養科学研究所（食材・人材育成研究部門）研究員 2013年4月~2025年3月 　

9.国際交流連絡協議会委員 2010年4月から2012年3月 　

10.FD推進委員会委員 2010年4月から2012年3月 　

11.広報入試委員 2008年4月から2010年3月 　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.新　食品・栄養科学 共 2021年4月 化学同人 中山玲子、宮崎由子、北村真理　他

シリーズ　栄養教育 　 　 　 ４章　ライフステージ・ライフスタイル別栄養教育　妊娠・授乳期

論 第6版 　 　 　 の栄養教育の展開

2.食物と栄養科学シ 共 2021年4月 朝倉書店 田中敬子、前田佳予子、北村真理　他　

リーズ 栄養教育論 　 　 　 2.6 食環境づくりとの関連、3.1、3 .2　健康・食物摂取に影響を及

第3版 　 　 　 ぼす要因のアセスメント

3.食物と栄養科学シ 共 2017年4月 朝倉書店 2.6 食環境づくりとの関連、3.1、3 .2　健康・食物摂取に影響を及

リーズ「栄養教育論 　 　 　 ぼす要因のアセスメント

第２版」 　 　 　 　

4.合格ラインに到達す 共 2013年9月 化学同人 栄養士養成過程を卒業した人が管理栄養士国家試験を合格に向けて

る管理栄養士国家試 　 　 　 の参考書として発行された。

験対策 　 　 　 小野廣紀、吉澤みな子、北村真理 (他13名12番目)　（p351-338）第

　 　 　 　 ８章 栄養教育論　

5.マスター栄養教育論 共 2011年5月 建帛社 逸見幾代、佐藤香苗、北村真理（他10名、7番目）（p155-162）第１

　 　 10日 　 １章　食環境づくりと栄養教育

6.NEXT 栄養教育論実習 共 2010年4月 講談社サイエン 4. 片井加奈子、川上貴代、北村真理　（他10名、7番目）NEXT 栄養

　 　 20日 ティフィック 教育論実習（p50-57）3.2 集団討議法
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
7.食物と栄養科学シ 共 2010年3月 朝倉書店 田中敬子、前田佳予子、北村真理　（他11名、7番目）（p43-48、

リーズ　「栄養教育 　 25日 　 126-133）4 栄養教育のためのアセスメント 10 食環境づくりにおけ

論」 　 　 　 る栄養教育

8.おしえて！幼児の食 共 2010年 武庫川女子大学出 蓬田健太郎、水谷孝子、北村真理（他25名、7番目）

育Q＆A 　 　 版部 　

9.新　食品・栄養科学 共 2008年3月 化学同人 中山玲子、宮崎由子、北村真理　他

シリーズ　栄養教育 　 　 　 ４章　ライフステージ・ライフスタイル別栄養教育　妊娠・授乳期

論 　 　 　 の栄養教育の展開

10.実践臨床栄養学・実 共 2007年04月 建帛社 熊代千鶴恵、田中俊治、藤原政嘉、北村真理　他

習 　 　 　 　

11.管理栄養士養成施設 共 2004年8月 化学同人 圓藤吟史、徳留信寛、荒川泰昭、有園孝司、北村真理　他

校　新カリキュラム 　 　 　 　

対応教科書シリーズ 　 　 　 　

　公衆衛生学 　 　 　 　

2 学位論文
1.Cysteine enhances 単 2002年3月 大阪市立大学大学 ジメチルアルシン酸（DMA）とチオール化合物であるシステインを複

clastogenic 　 　 院　医学研究科 合することによって細胞に対する毒性をv79細胞を用いて検討した。

activity of 　 　 　 結果、分裂指数はDMA単独投与時に比べて、複合投与時で上昇した。

dimethylarsinic 　 　 　 また、複合投与で染色体の異常構造が観察された。結果よりシステ

acid 　 　 　 インを添加することによってジメチアルシン酸単独時に比べて、毒

　 　 　 　 性が増強されたと考えられ、この増強はDMAが５価から3価へ変化し

　 　 　 　 たことにより生じたと示唆された。

3 学術論文
1.咀嚼力アップメ 共 2024年5月 日本咀嚼学会雑誌 中西　尋子、北村　真理、堀　一浩　34(1), pp10-16

ニューは普通メ 　 　 　 概要

ニューと比較し 　 　 　 ウェアラブル咀嚼回数計（シャープ社製bitescan®）を用いて保育現

て"ゆっくり、よく噛 　 　 　 場で提供されている咀嚼力アップメニューと普通メニューを比較し

む”咀嚼行動に繋が 　 　 　 て咀嚼行動がどの程度異なるかを明らかにした．

るか 　 　 　 　

2.健常成人における低 共 2024年3月 栄養科学研究雑誌 小島史子、山本周美、北村真理、辻久美子、戸島大作、倭英司　

糖質おはぎの血糖上 　 　 　 12,pp1-6 概要）餡ともち米からなるおはぎで糖質の低減が実

昇抑制効果 　 　 　 現できれば他の和菓子への汎用性が高いと考え，エリスリトールを

　 　 　 　 主とした甘味料と大麦を配合した低糖質おはぎを作成し，食後の血

　 　 　 　 糖上昇とセカンドミール効果について検討した結果、健常成人にお

　 　 　 　 ける低糖質おはぎの摂取は，食後の血糖上昇を抑制する可能性が示

　 　 　 　 唆された．

3.保育所から配付され 共 2022年8月 栄養学雑誌 北村真理、中西尋子、堀内理恵　80(4),pp.265-272

た家庭向け食育教材 　 　 　 概要　保育所から配付された印刷型，オンライン型の食育教材の家

の活用状況―印刷型 　 　 　 庭での活用状況を調べ，閲覧，活用に繋がる提供方法を検討した。

とオンライン型の違 　 　 　 結果、保育現場からの家庭向けに教材を作成し配付する際には，印

いに着目してー（査 　 　 　 刷型教材の利点を生かし提供することで，教材の閲覧率は高まると

読付） 　 　 　 考えられた。

4.Impact of 共 2022年3月 JMIR Mhealth Fumiko Uehara, Kazuhiro Hori, Yoko Hasegawa, Shogo

Masticatory 　 　 Uhealth. Yoshimura, Shoko Hori, Mari Kitamura, Kohei Akazawa,

Behaviors Measured 　 　 　 Takahiro Ono. 10(3): e30789.

With Wearable 　 　 　 概要　本研究は、研究室での咀嚼行動と日常の食事での咀嚼行動の

Device on 　 　 　 関係をウェアラブルデバイスを用いて測定し、メタボリックシンド

Metabolic Syndrome 　 　 　 ロームと非メタボリックシンドロームの人の咀嚼行動の違いを明ら

: Cross-sectional 　 　 　 かにした。

Study （査読付） 　 　 　 　

5.保育現場における食 共 2022年3月 武庫川女子大学紀 北村真理、中西尋子 69,pp37-45,

育プログラムの効果 　 　 要 概要　保育現場において多く実施されている、栽培活動、調理活動

を評価するための指 　 　 　 を取り入れた食育プログラムの効果とその評価に関する論文につい

標（査読付） 　 　 　 て系統的、網羅的に収集し、保育現場における食育プログラムの効

　 　 　 　 果、その評価指標に焦点を当て分析と提示を行うこととした。結

　 　 　 　 果、使用されていたそれぞれの評価指標には一長一短があり、すべ

　 　 　 　 ての点において最適な評価指標は存在しない。複数の評価指標を組

　 　 　 　 み合わせることにより、食育プログラムの評価の質を高めることが

　 　 　 　 必要であると考えられた。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
6.ミネラル摂取量のモ 共 2019年12月 Trace Nutrients 吉田 香, 鴻野 みさき, 川田 希, 古和 栞奈, 岡﨑 明香里, 古家

ニタリング指標とし 　 　 Research 由貴, 菅野 美波, 北村 真理 36:pp87-94

ての1日尿中排泄量の 　 　 　 概要　ミネラルの腸管吸収を促進するとされている食品成分である

有効性―食品に含まれ 　 　 　 酢及び阻害するとされている食品成分であるフェチン酸、食物繊維

る吸収促進ー（査読 　 　 　 がヒトのミネラルの尿中排泄率に与える影響を調べた。結果、フェ

付） 　 　 　 チン酸、食物繊維はMg,Znの吸収を阻害することが示唆され、食事中

　 　 　 　 のミネラル吸収促進・阻害因子により尿中排泄量の有効性が確認で

　 　 　 　 きた。

7.ミネラルおよび微量 共 2015年5月 Trace Nutrients 吉田香、伊藤志保里、清水陽子、中村友佳里、西野寿美怜、北村真

元素摂取量のモニタ 　 　 Research 理　 32, pp44-48　

リング指標としての 　 　 　 概要　カルシウム、アグネシウム、鉄、亜鉛、マンガンの摂取量と

１日尿中排泄量の有 　 　 　 尿中排泄量に相関があるかを調べ、簡易モニタリング指標として利

効性（査読付） 　 　 　 用できる可能性があるかを調査した。さらに、摂取食品群によって

　 　 　 　 尿中排泄量が影響を受けるかを調べ、１日尿中排泄量が消化・吸収

　 　 　 　 率を加味したミネラル・微量元素摂取量のモニタリング指標として

　 　 　 　 使用できるかを検討した。

8.サプリメントによる 共 2013年12月 Trace Nutrients 吉田香、桐木麻紀、久保田祐子、上甲有利、北村真理　30,pp74-78

檳榔元素過剰摂取の 　 　 Research

可能性についてーサ 　 　 　 概要　一般人を対象として、サプリメンとの利用状況を把握し、サ

プリメントの使用実 　 　 　 プリメント摂取と健康意識および食生活との関係をあきらかにする

態・意識調査ー（査 　 　 　 ことを目的としてじっしした。結果、健康に気を使って食事をする

読付） 　 　 　 人の方がサプリメントを飲用していることが明らかとなり、サプリ

　 　 　 　 メント摂取による微量元素を始めとする栄養素の過剰摂取の可能性

　 　 　 　 が示唆された。

9.献立作成能力向上へ 単 2013年 武庫川女子大学　 61,pp11-20,

の取り組みー献立作 　 　 紀要（自然科学 概要　学生の献立作成能力の低さが問題となっている現状ふまえ、

成お役立ちツールの 　 　 編） 栄養士養成課程の学生が、調理や食材に関する知識を確認でき、献

作成―（査読付） 　 　 　 立作成に活かすことができる資料が必要であると考えた。

　 　 　 　 本研究では、本校の栄養士養成課程の学生の献立作成に対する意識

　 　 　 　 や問題点を調査し、その結果を基に、調理や食材に関する知識を掲

　 　 　 　 載した学生が献立を作成する際に役立つ資料を作成し、学生の献立

　 　 　 　 作成能力の向上につなげることを目的とした。

10.Dimethylarsinous 共 2009年1月 Bull Environ Mari Kitamura、 Koichi Kuroda、 Ginji Endo　83巻1号 pp.15-18

Acid Disturbs 　 　 Contam Toxicol

Cytokinesis （査読 　 　 　 概要　強い発がん性を持つと報告されている3価ジメチルヒ素（DMA

付） 　 　 　 Ⅲ)が細胞分裂時に生じる異常のメカニズムを解明することを目的と

　 　 　 　 した。その結果倍数体および多核を誘導し、それはアクチンフィラ

　 　 　 　 メントに作用し、それにより分裂過程における収縮環の阻害などの

　 　 　 　 分裂阻害が起き、多核が形成されると考えられた。　　　

11.種々のミネラル・微 共 2008年1月 Biomedical 北村真理、吉田香、黒田孝一　19巻4号 pp.325-329

量元素摂取の現状と 　 　 Research On 概要　種々のミネラル、微量元素の真の摂取量を把握するために食

課題（査読付） 　 　 Trace Elements　 事調査による摂取状況把握に加え、調理による損失状況も調査し

　 　 　 　 た。また、知識、意識調査も併せて行い、これを踏まえて各ミネラ

　 　 　 　 ル、微量元素摂取状況について把握した。その結果、マグネシウ

　 　 　 　 ム、銅、亜鉛の摂取に体する知識はほとんどなく、その中でもマグ

　 　 　 　 ネシウム摂取傾向を示し、ミネラル、微量元素の中でも適切なマグ

　 　 　 　 ネシウム摂取にむけての取組みが必要であると示唆された。

12.食物中の微量元素量 共 2007年11月 生活衛生 吉田香、梅澤真紀子、北村真理、黒田孝一 51巻6号pp.385-390

に影響を与える要因 　 　 　 概要　市場から購入した食品、一般的な調理方法により繰り返し使

について（査読付） 　 　 　 用された調理器具を用いて調理し、食物中の微量微量元素量を調

　 　 　 　 べ、影響について検討した。その結果、食物中の微量元素量はそれ

　 　 　 　 らの食材が生育した環境や使用する調理操作、器具によって大きく

　 　 　 　 影響を受けることが明らかになった

13.ダイエット行動から 単 2004年4月 大阪青山短期大学 29巻 pp.47-53

みるこれからの栄養 　 　 紀要 概要　摂食障害とボディイメージやセルフイメージなどの体型意識

教育 　 　 　 の実態、ダイエット行動の関係性について興味をもち、調べた。若

　 　 　 　 い女性のダイエットを行う背景には単に食べないということでは済

　 　 　 　 まされない大きな社会問題が隠れている。これからは摂食障害のよ

　 　 　 　 うに単に食べることだけに焦点を当てた栄養指導、栄養教育を行う
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3 学術論文
　 　 　 　 だけでは解決されない疾患に対する真の栄養教育について考えいか

　 　 　 　 なければならない。

14.食餌中のシステイン 共 2004年1月 生活衛生 吉田香、翁昌子、北村真理、周栩、鰐渕英機、圓藤吟史、黒田孝一

および腸内細菌がヒ 　 　 　 48巻1号pp.407-414

素の代謝に与える影 　 　 　 概要　in vitroおよびin vivoの実験により、システインと腸内細菌

響（査読付） 　 　 　 がヒ素代謝に与える影響を明らかにすることを目的とした。結果、

　 　 　 　 食餌中のCysはヒ素のメチル化や大腸菌による未知ヒ素代謝物生成に

　 　 　 　 大きく関わっている。このためCys濃度によりヒ素の毒性が強められ

　 　 　 　 たり、軽減されたりする可能性がある。さらに生体内でCysが与える

　 　 　 　 ヒ素の毒性について詳しく調べる必要がある。

15.ヒ素と発ガン 単 2003年4月 大阪青山短期大学 28巻 pp.101-106

　 　 　 紀要 概要　ヒ素の毒性強度、代謝は化学形態によって大きく異なるとい

　 　 　 　 われている。環境中（地中や井戸水）に存在するヒ素は主に5価の無

　 　 　 　 機ヒ素である。摂取された5価の無機態ヒ素はヒトを含む哺乳動物で

　 　 　 　 3価の無機態ヒ素に還元され、さらにメチル化を受けてモノメチルア

　 　 　 　 ルソン酸（MMA）→ジメチルアルシン酸（DMA）になる。ヒトでは

　 　 　 　 DMAが主要なヒ素代謝物である。従って、ヒ素の毒性を評価するには

　 　 　 　 ヒ素の生体内での代謝を詳しく調べることが重要である。ヒ素の発

　 　 　 　 ガン性に対する関心は無機ヒ素から有機ヒ素、DMAに移っている。さ

　 　 　 　 らに最近では、有機ヒ素代謝の過程で産生されるMMA(III)やDMA

　 　 　 　 (III)に関心が集まっている。これらはMMAやDMAが代謝される時に生

　 　 　 　 じる3価の有機ヒ素で反応性が高く細胞毒性もDMAやMMAに比べて非常

　 　 　 　 に高いと考えられる。

16.Cysteine enhances 共 2002年5月 Appl. Mari Kitamura, Koichi Kuroda, Yoko　Endo, Ginji Endo　16巻7号

clastogenic 　 　 Organometal. pp.391-396

activity of 　 　 Chem. 概要　有機ヒ素化合物であるジメチルアルシン酸（DMA）とチオール

dimethylarsinic 　 　 　 化合物であるシステインを複合することによって細胞に対する毒性

acid（査読付） 　 　 　 をv79細胞を用いて検討した。結果、分裂指数はDMA単独投与時に比

　 　 　 　 べて、複合投与時で上昇した。また、複合投与で染色体の異常構造

　 　 　 　 が観察された。結果よりシステインを添加することによってジメチ

　 　 　 　 アルシン酸単独時に比べて、毒性が増強されたと考えられた。ま

　 　 　 　 た、この増強はDMAが５価から3価へ変化したことにより生じたと示

　 　 　 　 唆された。

17.非糖尿病制慢性腎不 共 2002年1月 栄養学雑誌 北村真理、堀内幸子、塚田定信、藤原政嘉、岡本幹夫　 60巻1号

全患者における栄養 　 　 　 pp.25-28

食事療法により腎機 　 　 　 概要　腎機能の安定化を図ることができた症例を取り上げ、食事摂

能が安定した1例（査 　 　 　 取パターンを検討した。栄養指導開始後、1年間のたんぱく質摂取量

読付） 　 　 　 はばらつき、多くは指示量より上回り、エネルギー摂取量は指示量

　 　 　 　 の90％程度であった。初診時の1/CREは0.4であった。その後、質の

　 　 　 　 高いたんぱく質源の単位配分の増加、たんぱく質を含まないエネル

　 　 　 　 ギー源となる食品の使用などを行った。結果、摂取たんぱく質量、

　 　 　 　 エネルギー量ともにほぼ指示量に安定して1/CREは0.7まで上昇し、

　 　 　 　 安定した。

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
1.食に関する絵本を活 共 2023年9月 第79回日本栄養改 北村真理 ,中西尋子

用した食育教材の有 　 　 善学会学術総会 絵本を買う調子た食育を広めるために食に関する絵本をまとめた食

用性 　 　 　 育教材を作成し、未就学児がいる家庭に配布し、その有用性を検討

　 　 　 　 した。

2.保育現場における食 共 2023年5月 日本保育学会第76 北村真理、崎山ゆかり

育に関する実態調査 　 　 回大会 保育施設で働いている保育者から見た勤務園の食育活動の現状を捉

　 　 　 　 えるものも少ない。本研究は全国規模で現役の保育者に調査実施

　 　 　 　 し、保育現場での食育活動の実態を把握し、保育現場での食育活動

　 　 　 　 の今後のあり方について検討を行った。

3.保育所給食メニュー 共 2022年9月 第69回日本栄養改 北村真理 ,中西尋子

を用いた咀嚼行動に 　 　 善学会学術総会　 保育所給食で提供されているメニューを用いて食育活動の基礎デー

関する客観的エビデ 　 　 　 タの収集を行った。結果、咀嚼力アップメニューは咀嚼力向上に一
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ンス構築に向けた取 　 　 　 定の効果があると考えられた。しかし、咀嚼力を高める食材を用い

り組み 　 　 　 ても汁（水分）が影響を及ぼし、他の咀嚼力アップメニューと比較

　 　 　 　 すると咀嚼力の向上には繋がりにくいことが示唆された。今回は単

　 　 　 　 品での測定であったが、様々な調理法を組み合わせた食事（１食

　 　 　 　 分）、食事中の水分補給の影響も加味をしてデータを蓄積していく

　 　 　 　 必要がある。また、食育活動において咀嚼計を活用し、咀嚼を「見

　 　 　 　 える化」ことで噛むことへの意識の向上を図ることができることも

　 　 　 　 示唆された。 　　

　 　 　 　

4.幼児のいる家庭での 共 2022年9月 第69回日本栄養改 中西尋子、北村真理

野菜提供品目数の増 　 　 善学会学術総会 概要　家庭での野菜提供品目数を増加させるため、家庭での野菜を

加に関連する要因 　 　 　 出す理由・出さない理由や朝食における主食と野菜提供品目数の関

　 　 　 　 連性について検討した。結果、朝食では主食にパンを用意している

　 　 　 　 家庭が多く、さらにパンの場合で野菜提供品目数が少なかった。こ

　 　 　 　 のことから、まず朝食で主食がパンの場合でのアプローチ法を考え

　 　 　 　 る必要があることが示唆された。

5.サプリメント摂取に 共 2022年6月 第39回日本微量栄 吉田香，岩原沙季，真谷優歌，南美帆，北村真理

よるミネラル過剰摂 　 　 養素学会 本研究では幅広い年代を対象にWeb調査を実施した。さらにアンケー

取の可能性 　 　 　 ト結果より摂取が多かったサプリメントを市場より購入し、そのミ

　 　 　 　 ネラル量を測定してミネラル過剰摂取の可能性を検証した。結果、

　 　 　 　 現在摂取している人の割合は女性が多く、年代別では男性40歳代、

　 　 　 　 女性40〜60歳代が多かった。「複数」、「毎日」、「3年以上継続」

　 　 　 　 摂取者の割合は中高年に多く、「食事に気を使っていると思う」と

　 　 　 　 回答した人でその割合が多かった。種類別ではビタミン類が最も多

　 　 　 　 く、次いでミネラル類、植物・動物・魚介類由来であった。市場よ

　 　 　 　 り購入したサプリメント中のミネラル濃度は、ビタミン・ミネラル

　 　 　 　 類で高く、青汁ではCa、Mg、Fe濃度が、ブルーベリーではZn、Cu濃

　 　 　 　 度が、野菜加工品ではMg、Fe濃度が高いものがあった。１日ミネラ

　 　 　 　 ル摂取量に換算すると、Zn、Cuで推奨量付近となるものがあった。

　 　 　 　 また、同じ種類でもミネラル量に差があり、ミネラル量の記載がな

　 　 　 　 くても多くのミネラルを含有している検体があった。以上の結果よ

　 　 　 　 り、食品との併用によるミネラルの過剰摂取の可能性が示唆され

　 　 　 　 た。

6.幼児の食べる力と運 共 2022年5月 日本保育学会第75 北村真理、崎山ゆかり

動能力との関係 　 　 回大会 幼児期の運動能力と「食べる力」との関連性を検討し、幼児期の運

　 　 　 　 動習慣と食育活動の活性化につなげるための基礎資料とするために

　 　 　 　 調査を実施した。結果、　「午前中にしっかり身体を動かす→昼食

　 　 　 　 時に空腹状態となる→昼食をしっかりと食べることができる→午後

　 　 　 　 の活動が活発となる」の繰り返しにより子どもの運動能力は高まる

　 　 　 　 と考えられる。園での子どもが積極的に身体を動かすことに繋がる

　 　 　 　 環境は運動能力の向上だけでなく、食べる力の向上にも寄与するこ

　 　 　 　 とが示唆された。今後は、家庭での朝食の摂取状況など家庭での食

　 　 　 　 生活、生活活動を把握し、保育現場と家庭が協同で様々な環境（し

　 　 　 　 かけ）を設定し、推進することで子どもたちの運動能力、食べる力

　 　 　 　 を高め、定着させることに繋げられると示唆された。

7.保育園の給食のメ 共 2021年11月 第16回日本給食経 真木優子、北村真理、堀内理恵

ニュー分析と園児が 　 　 営管理学会学術総 幼児の偏食や好き嫌いは幼児の栄養素の摂取不足や、給食の残菜量

嫌いな食材を使用し 　 　 会 の増加に繋がる。幼児の苦手意識の解消と残菜量の低減に繋げるた

た料理の提案 　 　 　 め、園児が嫌いな食材を使用した料理の開発も行った。結果、栄養

　 　 　 　 的な面からも魚類、豆類のメニューを増やし多様化する必要性が示

　 　 　 　 唆された。小松菜料理の提案では4品が給食に採用され残食は0だっ

　 　 　 　 た。切り方や調理方法を工夫することは園児が嫌いな食材の苦手意

　 　 　 　 識を解消し偏食の改善や給食の残菜量の低減に繋がると考えられ

　 　 　 　 た。

8.野菜の摂取品目数と 共 2021年9月 第68回日本栄養改 中西尋子、北村真理

摂取重量の関連性に 　 　 善学会学術総会　 概要

関する研究 　 　 　 野菜摂取状況の簡易指標としての摂取品目数の有用性を検討するた

　 　 　 　 めに、日常の食事における野菜の摂取品目数と摂取重量との関連性

　 　 　 　 を明らかにすることを目的とした。結果、野菜の摂取品目数と摂取
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　 　 　 　 重量には正の相関が認められ、野菜の摂取品目数は摂取重量の指標

　 　 　 　 になる可能性が示唆された。1日に野菜を350ｇ以上摂取するために

　 　 　 　 は、8.5品目以上摂取する必要があると推測される。品目数の基準に

　 　 　 　 ついては今後さらなる検討が必要であるが、品目数を増加させる取

　 　 　 　 り組みを行うことで、野菜摂取を増加させることができると考え

　 　 　 　 る。

9.家庭で幼児に提供さ 共 2021年9月 第68回日本栄養改 北村真理、中西尋子

れる野菜品目数に関 　 　 善学会学術総会 概要

連する要因について 　 　 　 家庭での幼児への野菜提供数増加を図るため、保護者の野菜提供と

　 　 　 　 関連する

　 　 　 　 要因について明らかにすることを目的に調査を実施した。結果、幼

　 　 　 　 児への野菜提供品目数を増加させるためには、保護者の食生活リテ

　 　 　 　 ラシーや野菜提供への準備性を高めるアプローチを行う必要があ

　 　 　 　 る。家庭での野菜購入量は、家庭の経済状況の影響を受けると考え

　 　 　 　 られ、保護者の野菜提供数の増加には、1年を通して価格の安定して

　 　 　 　 いる野菜の紹介などの情報提供も有効であると示唆された。

10.幼稚園児の運動能力 共 2021年5月 日本保育学会第74 北村真理、崎山ゆかり

と保護者の食育への 　 　 回大会 幼児期の運動能力と運動習慣、食習慣との関連性を検討し、幼児期

意識との関係（３） 　 　 　 の運動習慣と食育活動の活性化につなげることを目的とした。結

　 　 　 　 果、対象園の家庭では子供の食に対する意識の高く、子どもの食習

　 　 　 　 慣も望ましい傾向にあった。運動系の習い事に通わせている割合も

　 　 　 　 他の報告よりも高く、身体を動かす重要性も認識されていたが、運

　 　 　 　 動系の習い事により運動能力が向上する傾向はみられなかった。運

　 　 　 　 動系の習い事から「外遊び時間」につなげることが重要であると考

　 　 　 　 えられた。それを継続することで、幼児期に運動能力の向上が見ら

　 　 　 　 れなくても、学童期以降につながる（後伸び）と予想され、今後の

　 　 　 　 推移を追っていくことも重要である

11.日本人から見たアメ 共 2021年3月 第19回日本栄養改 北村真理、中西尋子

リカのプレスクール 　 　 善学会 近畿支部学 アメリカの保育現場での食育活動に関する調査を行い、日本人から

における食育活動に 　 　 術総会　 見たアメリカでの食育の実態を知ることで、日本の保育現場におけ

ついて 　 　 る新しい形の食育活動の提案につなげることを目的とし、実施し

　 　 　 　 た。結果、アメリカのプレスクールの食育活動では宗教、民族など

　 　 　 　 の多様性を配慮した視点が見られた。日本においても、画一的な取

　 　 　 　 り組みだけでなく、可視化していない多様性の視点、子ども一人ひ

　 　 　 　 とりにとって必要な食育とは何かという視点をさらに考える必要が

　 　 　 　 あると示唆された。

12.保育園の給食のメ 共 2020年11月 日本家政学会関西 真木優子、北村真理、堀内理恵

ニュー分析と幼児の 　 　 支部研究発表会　 概要

嫌いな食材を使った 　 　 　 本研究では献立を分析することで保育園給食の実態を把握し、傾向

料理の提案 　 　 　 や問題点をフィードバックすることで栄養士を支援することを目標

　 　 　 　 とした。また、幼児の嫌いな食材を使った料理の開発・提案を行

　 　 　 　 い、幼児の嫌いな食材の残菜量の削減や幼児の好き嫌いを解消する

　 　 　 　 ことも目標とした。結果、１食あたりの食材数の平均は離乳食で11

　 　 　 　 個、幼児食で13個であった。離乳食は柔らかく調理するために「粥

　 　 　 　 状」や「煮る」「茹でる」が中心であったが、幼児食はまんべんな

　 　 　 　 く様々な調理法が使われておりバランスの良い献立になっていた。

　 　 　 　 しかし、たんぱく質源では肉類の使用に偏りが認められたことから

　 　 　 　 魚類や豆類を増やすことでメニューの広がりや栄養面を充実させて

　 　 　 　 いくことが望ましいと考えられた。

13.園での栽培活動が子 共 2020年10月 第79回日本公衆衛 北村真理、中西尋子　

どもたちの野菜に対 　 　 生学会 園での栽培活動の評価に健康ノートなどを使用することで、栽培活

する興味･関心に及ぼ 　 　 　 動が子どもたちの野菜の興味･関心にどの程度影響を与えるのか検討

す影響について 　 　 　 した。結果、園での栽培活動により子どもたちの栽培した野菜に対

　 　 　 　 する興味・関心は高まった。しかし、その効果は長続きせず、効果

　 　 　 　 を持続させるための方法など更なる検討が必要である。また、特定

　 　 　 　 の野菜の栽培活動だけでは野菜全般の興味・関心を高めることは難

　 　 　 　 しく、様々な野菜をテーマとした食育活動など継続的な取り組みが

　 　 　 　 重要であることが示唆された。

14.保育現場における食 共 2020年10月 第79回日本公衆衛 中西尋子、北村真理
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育活動の実態に関す 　 　 生学会 保育現場で働く栄養士を対象にインタビュー調査を実施し、保育現

る質的研究 　 　 　 場で実施されている食育活動(調理、栽培活動)の実態を把握し今後

　 　 　 　 の課題を検討した。結果、食育の評価は、栄養士や保育士から見た

　 　 　 　 園児の様子など、質的評価が主であった。食育活動時以外でも園児

　 　 　 　 と関わりを持ち、園児の理解度を把握しており、日常的にコミュニ

　 　 　 　 ケーションを取ることで、園児の様子から理解度や関心を汲み取る

　 　 　 　 ことができると考えられる。一方、量的評価は給食の残食率のみで

　 　 　 　 あり、野菜の摂取量の変化などは評価されていなかった。今後は、

　 　 　 　 ねらいを明確に設定した質的・量的評価の評価指標の基準を提案し

　 　 　 　 ていくことが必要である。また、短期的な評価のみ実施されてい

　 　 　 　 た。食育は日々の給食や、定期的に実施される食育活動を総合的に

　 　 　 　 評価するには、長期的な評価も必要であると考える。

15.食育ツールの配布に 共 2020年9月 第67回日本栄養改 中西尋子、北村真理

よる家庭での野菜使 　 　 善学会学術総会　 家庭での幼児の野菜摂取増加に向けた食育ツールを配布し、有効性

用回数の変化につい 　 　 　 を検討した。結果、休日において、全体的な野菜使用回数は減少し

て 　 　 　 ているものの、食育ツールに記載した6種類の野菜使用回数は維持さ

　 　 　 　 れており、食育ツールの配布が、これらの野菜の使用意欲向上に寄

　 　 　 　 与したと考えられる。食育ツールに記載した項目の中で、「役に

　 　 　 　 立った」と回答した者が最も多かったのは「栄養素」であったこと

　 　 　 　 から、料理レシピだけでなく、野菜の知識に関する情報を掲載する

　 　 　 　 ことが有用であると考えられた。

16.食育活動における印 共 2020年9月 第67回日本栄養改 北村真理、中西尋子

刷型教材及びオンラ 　 　 善学会学術総会 保育所から配付された印刷型，オンライン型の食育教材の家庭での

イン型教材の活用状 　 　 　 活用状況を調べ，閲覧，活用に繋がる提供方法を検討した。結果、

況の比較 　 　 　 保育現場からの家庭向けに教材を作成し配付する際には，印刷型教

　 　 　 　 材の利点を生かし提供することで，教材の閲覧率は高まると考えら

　 　 　 　 れた。

17.幼稚園児の運動能力 共 2020年5月 日本保育学会第73 北村真理、崎山ゆかり

と保護者の食育への 　 　 回大会 概要

意識との関係（２） 　 　 　 幼児の運動能力と保護者の食育への意識との関係性をさらに検討

　 　 　 　 し、運動能力向

　 　 　 　 上と食育活動の活性化につなげることを目的とした。結果、家庭で

　 　 　 　 の食育に対する関心度は食育に関する意識

　 　 　 　 調査結果4)と比較すると高かった。保護者の子どもの食に対する意

　 　 　 　 識の高さは子どもに対する危機管理能力の高さと関連し、子どもの

　 　 　 　 身体を動かす機会が制

　 　 　 　 限され、この時期の運動能力の向上には直結しないのかもしれな

　 　 　 　 い。この理由についてはさらなる検討が必要である。幼児期の食育

　 　 　 　 は子どもの望ましい生活習慣の定着、身体作りには重要な役割を果

　 　 　 　 たし、後伸びする力に大きく寄与するとも考えられる。今後、対象

　 　 　 　 集団の運動能力の推移を追っていくことも重要である。

18.保育園給食における 共 2019年12月 日本給食経営管理 真木優子、北村真理、堀内理恵

献立内容の検討と残 　 　 学会学術総会 保育園給食の栄養管理の実態を把握するとともに残食量軽減を目的

食量軽減のための提 　 　 　 としたメニュー開発を行った。結果、メニュー分析では、主菜のた

案 　 　 　 んぱく質源の種類は離乳食では肉類５５％、幼児食では肉類５９％

　 　 　 　 で共に肉類の使用が多かった。調理法は主菜では離乳食が「煮る」

　 　 　 　 ７６%、幼児食が「煮る」３４%、副菜では離乳食が「茹でる」３７

　 　 　 　 %、幼児食が「和える」４２%が最も多かった。茄子のメニュー開発

　 　 　 　 の官能評価では、総合評価において「茄子のゼリー」「茄子のかき

　 　 　 　 あげ」「茄子とさきいかのかきあげ」の評価が高かった。残食量軽

　 　 　 　 減を目的としたメニュー開発では、「茄子のゼリー」が給食に取り

　 　 　 　 入れられ残食は0であった。大学が保育園と連携し献立に関する情報

　 　 　 　 提供を行うことは乳幼児の味覚を育み給食の残食軽減にも期待でき

　 　 　 　 ると推察された。

19.幼児が摂取する野菜 共 2019年9月 第66回日本栄養改 中西尋子、北村真理　

の評価法と今後の課 　 　 善学会学術総会 野菜の品目数に着目し、幼児の家庭での野菜摂取状況を調査し、幼

題について 　 　 　 児の野菜摂取増加に必要な取り組みについて検討した。結果、幼児

　 　 　 　 期に様々な食材を摂取することが、その後の味覚形成にも重要であ

　 　 　 　 ることから、野菜の摂取量だけでなく、品目数を把握し、増加させ
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　 　 　 　 ることも必要である。また、品目数は摂取量よりも簡便に把握する

　 　 　 　 ことができることから、対象者の負担の軽減につながり、入園から

　 　 　 　 卒園前の3年間、継続的に調査を行うことができた。これらのことか

　 　 　 　 ら、野菜の品目数を増加させることで、野菜摂取増加を目指す取り

　 　 　 　 組みを検討することも有効であると考えられた。

20.幼稚園児の運動能力 共 2019年5月 日本保育学会第72 北村真理、崎山ゆかり

と保護者の食育への 　 　 回大会 幼児の運動能力と保護者の食育への意識との関係性を検討し、明ら

意識との関係 　 　 　 かにすることで運動能力向上と食育活動の活性化につなげることを

　 　 　 　 目的とした。結果、子どもの運動能力の差には保護者の食に対する

　 　 　 　 意識が影響し、子どもが食べる食事やおやつ内容を把握し、場合に

　 　 　 　 よってはコントロールすることと子どもの運動能力を発達させるこ

　 　 　 　 とは寄与する可能性が示唆された。

21.幼児の野菜嫌い克服 単 2019年3月 第17回日本栄養改 幼児の野菜・きのこの苦手克服へ向けての取り組みとして、幼児の

に対する取り組みと 　 　 善学会近畿支部学 野菜・キノコの摂取状況を把握し、家庭での苦手克服をサポートす

その評価 　 　 術総会 る食育ツールを作成し、その有効性を検討した。その結果、野菜・

　 　 　 　 きのこの種類によって苦手な理由が異なっていたため、克服するた

　 　 　 　 めには、それぞれの苦手な理由に合った工夫が必要であると考えら

　 　 　 　 れる。本食育ツールにより苦手な野菜・きのこに対する一時的な興

　 　 　 　 味、関心の向上はみられたが、それを行動に繋げ、持続させるには

　 　 　 　 さらなる支援が必要であることが示唆された。

22.保育園給食における 共 2018年12月 日本給食経営管理 真木優子、北村真理、堀内理恵

離乳食および幼児食 　 　 学会学術総会　 幼児期の食生活が成人期の食生活に影響及ぼす可能性があるため、

の献立内容の検討 　 　 　 食事の1／3を占める保育園給食も成人期の食生活に影響するかもし

　 　 　 　 れない。そこで、保育園給食の離乳食と幼児食の献立について問題

　 　 　 　 点を抽出し改善に役立てることを目的とした。また、野菜嫌いを克

　 　 　 　 服するためのメニュー開発を行った。

23.保育園給食の実態と 共 2017年12月 日本給食経営管理 真木優子、北村真理、堀内理恵

苦手な野菜メニュー 　 　 学会学術総会 給食内容において、魚類や豆類の使用頻度 を増やし、出現頻度の低

開発 　 　 　 い調理法の頻度を上昇させることで、メニューの幅が広がりバラン

　 　 　 　 スがよくな ると思われる。苦手食材の１つである小松菜を使ったメ

　 　 　 　 ニュー開発では、魚肉ソーセージ 味のマフィンが総合評価でも評価

　 　 　 　 が高かく、実際の給食の献立に取り入れた結果、残食も0 %であっ

　 　 　 　 た。今後は保護者への情報提供として紹介することで家庭での好き

　 　 　 　 嫌いの克服に活用が期待できる。

24.1,2歳幼児食の味付け 共 2017年9月 第６４回日本栄養 北村真理、戸田遥子、堀内理恵

に関する食育ツール 　 　 改善学会学術総会 概要1-2歳の食事は、離乳食が完了し、幼児食への移行期といわれ、

の作成 　 　 　 個人差が大きく、各家庭でもどのように展開していくか悩む時期で

　 　 　 　 もある。味覚形成などに影響を及ぼす、この時期に適切な味付けが

　 　 　 　 なされた食事を摂取することは重要である。しかし、市販されてい

　 　 　 　 る幼児食本や提供される情報は食事形態（食材の大きさや分量な

　 　 　 　 ど）やレシピ紹介が多く、１、２歳の幼児食の味付けに関する情報

　 　 　 　 は少なく、曖昧（「大人の食事より薄味」でなどの表現）である。

　 　 　 　 各家庭においても意識の高い保護者が個人の塩梅で味付けを行って

　 　 　 　 いる状況であり、具体的な方法や指標となるものの提供が必要であ

　 　 　 　 る。このような背景を受け、保育所、家庭、大学が協同して、家庭

　 　 　 　 での幼児食の適切な味付けをサポートすることを目的とし、実施し

　 　 　 　 た。

25.日常保育での食育活 単 2016年10月 第75回日本公衆衛 子どもたちへの食育では保育現場での取り組みも重要である。しか

動に役立つ食育ツー 　 　 生学会総会 し、保育現場での食育活動には多くの課題が挙げられ、その一つに

ルの開発 　 　 　 保育者の食育活動を行う上での知識、情報量不足が報告されてい

　 　 　 　 る。また、食育の重要性は認識されつつも、イベント的な食育活動

　 　 　 　 が主流である。日常保育での食育活動の定着には、食育は日々の保

　 　 　 　 育に様々な形で簡単に取り入れられるという意識や知識を保育者に

　 　 　 　 持ってもらうことが重要である。この現状を踏まえ、日常保育での

　 　 　 　 食育活動に役立つツールの開発が必要であると考え、研究に至っ

　 　 　 　 た。結果、今回作成した食育と絵本の読み聞かせを結び付けた「た

　 　 　 　 べものえほんずかん」は、日常保育での食育ツールとして有効であ

　 　 　 　 ることが示唆された。

26.認定こども園と保育 共 2016年9月 第63回日本栄養改 堀内理恵、眞木優子,小山達也,北村真理、
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園の給食の献立の比 　 　 善学会学術総会 概要管理栄養 士の配置の保育園の方が主食や食材の種類が多く、

較分析 　 　 　 調理法も多岐にわたっていた。今回の調査は兵庫県 内の2園と対象

　 　 　 　 数が少ないため、今後他の地域で対象 の園の数を増やして検討する

　 　 　 　 必要性があると思われる。

27.保育園給食のマネジ 共 2015年9月 第62回日本栄養改 眞木優子,北村真理,堀内理恵

メントの実態 　 　 善学会学術総会 概要 作業性より、きのこピザとしめじとトマト入り 麻婆豆腐が給

　 　 　 　 食の献立に取り入れられた。しめじ料 理を保護者に紹介すること

　 　 　 　 で、家庭での乳幼児の好 き嫌いの克服に活用が期待できると示唆さ

　 　 　 　 れた。

28.認定こども園と保育 共 2015年9月 第62回日本栄養改 堀内理恵,眞木優子,北川麻衣子,北村真理,高橋徹

園の給食の残 菜率に 　 　 善学会学術総会 概要 残菜率を下げるためには、「箸でおかずを切り取る ところか

影響する要因検索 　 　 　 ら嚥下まで」の持続時間を長くすることが 関わっている可能性があ

　 　 　 　 る。

29.保育園給食のマネジ 共 2014年11月 第10回日本給食経 堀内理恵,北村真理,眞木優子

メントの実態 　 　 営管理学会学術総 概要 メニュー分析の結果,主菜におけるたんぱく質源の種 類は,離

　 　 　 会 乳食では魚類が最も多かった。幼児食では肉 類が多く,メニューの

　 　 　 　 広がりや栄養的な面からも魚類 を使用したメニューを増やすことが

　 　 　 　 望ましいと考え られる。調理法は主菜では煮ると焼く,副菜では茹

　 　 　 　 で ると和えるが多く,偏りが見られた。他の調理法を増 やすことで

　 　 　 　 メニューの幅が広がるのではないかと示 唆された。ABC分析では牛

　 　 　 　 乳,魚,米が順に上位に挙が った。これらの仕入れ価格を検討するこ

　 　 　 　 とで,食材料 費を抑えることが可能なのではないかと示唆された 。

　 　 　 　 かぼちゃの克服メニューはかぼちゃの肉巻きの評 価が高かった。

30.献立作成に対する苦 共 2014年9月 第６１回日本栄養 北村真理、戸田遥子

手意識の改善への取 　 　 改善学会学術総会 概要　学生の献立作成に関する報告では、献立作成能力の低さが課

り組み ―献立作成 　 　 　 題となっている。学生からは献立を作成する際に必要な情報が記載

ツールの有効性の検 　 　 　 された資料を望む声も多い。本研究では、学生アンケートを基に献

証― 　 　 　 立を作成する際に役立つ教育ツールを作成し、昨年度、報告した。

　 　 　 　 今回は作成したツールを実際の献立作成時に使用することで、ツー

　 　 　 　 ルの有効性を検討した。結果、本ツールは献立作成時の補助ツール

　 　 　 　 として有効であり、多くの使用者が今後の使用も希望した。しか

　 　 　 　 し、実際に使用することで「メニューの数を増やす」「料理の作り

　 　 　 　 方を記載する」など再検討すべき点も指摘された。今回の調査では

　 　 　 　 ツールの使用により、献立の質が向上したかの検討までには至って

　 　 　 　 おらず今後の検討である。

31.各家庭での「楽しい 共 2014年9月 第６１回日本栄養 戸田遥子，北村真理

食卓づくり」をめざ 　 　 改善学会学術総会 近年，食育が積極的に推進されている一方で子どもたちの朝食欠

した取り組み 　 　 　 食・孤食が問題となっている．平成23年に策定された「第２次食育

　 　 　 　 推進基本計画」では，家庭において家族が揃って共食することを推

　 　 　 　 進するため，新たな重点課題として「家庭における共食を通じた子

　 　 　 　 どもへの食育の推進」が定められた．しかし，現在はライフスタイ

　 　 　 　 ルの変化により家族関係が多様化しているため，家族が揃って食事

　 　 　 　 をする機会は減少傾向にあり，子どもが一人で食事をすることも少

　 　 　 　 なくない．このような背景から家庭での共食をすすめるため，各家

　 　 　 　 庭での「楽しい食卓づくり」の調査および支援することを目的とし

　 　 　 　 研究を行った

32.食材量把握における 共 2013年9月 第６０回日本栄養 藤本理那、北村真理、伊豫田奈津子、竹村友美、蓬田健太郎、林宏

手づかみ法の有効性 　 　 改善学会学術総会 一

の検討 　 　 　 概要　簡便に食事量把握を行うツールの開発を目的とし、「手づか

　 　 　 　 み法」が食材量把握の指標となりうるかを検討した。結果、１つか

　 　 　 　 み量には食材の切り方や水分、握力が影響する可能性があり、考慮

　 　 　 　 が必要である。手の大きさと１つかみ量の間には正の相関があり、

　 　 　 　 個々の体位に合った食材量は「手づかみ法」を活用することで把握

　 　 　 　 が可能であると考えられた。日常的な1つかみ量を決定する際には、

　 　 　 　 家庭における調理作業時環境での調査が必要であることが示唆され

　 　 　 　 た。「手づかみ法」を確立することで、対象者自身が食事に使用し

　 　 　 　 た食材量を効率よく、分かりやすく点検することができ、栄養教育

　 　 　 　 の場においても食材量の確認、教育に活用できる可能性が示唆され

　 　 　 　 た。
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33.献立作成に対する苦 共 2013年9月 第６０回日本栄養 北村真理、竹村友美、藤本理那

手意識の改善への取 　 　 改善学会学術総会

り組み ―献立作成お 　 　 　 概要学生の献立作成に関する多くの報告では、献立作成能力の低さ

役たちツールの作成 　 　 　 が課題となっている。学生が作成した献立は、栄養価計算上は基準

― 　 　 　 を満たしていても、一人分の重量として好ましくない値が見られる

　 　 　 　 などの報告もあり、学生からは献立を作成する際に必要な情報が記

　 　 　 　 載された資料を望む声も多い。本研究では、献立を作成する際に役

　 　 　 　 立つ教育ツールを作成し、学生の献立作成に対する苦手意識の改善

　 　 　 　 につなげることを目的とした。結果、今回のツールは献立作成が苦

　 　 　 　 手な人が求めるニーズを取り入れられたものであると考えられる。

　 　 　 　 また、調理頻度の少ない人でもわかりやすく、献立作成、調理操作

　 　 　 　 時に役立つ栄養教育ツールとしての可能性も秘めていることが示唆

　 　 　 　 された。

34.保育者を目指す学生 共 2012年9月 第５９回日本栄養 北村真理、藤本理那

の食育活動に対する 　 　 改善学会学術総会 概要　保育現場において子どもたちに食育を実践するには、保育者

意識について 　 　 　 の食に関する知識や意識の高さが重要であり、学生時代からの食に

　 　 　 　 対する興味、食育活動の経験などが関係すると考えられる。本研究

　 　 　 　 では、将来、保育者を目指す学生に日常保育での食育活動について

　 　 　 　 どのようにとらえているか知ることを目的とし、調査を行なった。

　 　 　 　 結果、食育に対する興味、関心はあるが、主体的に食育活動を実践

　 　 　 　 することには消極的な姿勢がみられた。食育活動を行うための自信

　 　 　 　 や知識、実践力、周囲の協力があれば、保育者は積極的に日常保育

　 　 　 　 に食育を取り入れられると推察される。そのためには学生のうちか

　 　 　 　 ら実践につながる食に関する知識を身につける機会、食育活動を経

　 　 　 　 験・実践できる環境が重要であり、その経験が保育現場での積極的

　 　 　 　 な食育活動につながると考えられる。

35.幼児期の食育におけ 共 2012年5月 第66回日本栄養食 藤本理那、北村真理　他　概要　手の大きさを指標とし、手ばかり

る手づかみ法の検討 　 　 糧学会大会（宮 法をより実用的なものい改良するため「つかみ取り」により、日常

　 　 　 城） 的に使用される食材料と摂取基準量との比較を行った。結果、食事

　 　 　 　 量を考える際に身長を用いて値を算出することから身長と相関関係

　 　 　 　 のある手の大きさを用いて食事量の目安を作成することは可能であ

　 　 　 　 ることが確認された。「つかみ取り」から考えられた手づかみ法は

　 　 　 　 調整する際に食材を手でつかむ点に着目したより実践しやすい方法

　 　 　 　 であると示唆された。

36.幼児期における双方 共 2012年5月 第66回日本栄養食 伊豫田奈津子、伊藤沙央里　北村真理　他　概要　管理栄養士と幼

向性食育プログラム 　 　 糧学会大会（宮 稚園教諭との連携のもとに保護者との双方向性の食育の確立に向け

の検討 　 　 城） た「食育プログラム」の検討を目的とした。ワークブック（食育

　 　 　 　 ノート）を作成し、年２回実施した。結果、ワークブックを実施す

　 　 　 　 ることにより自らの食生活の問題点を自覚した保護者は94.4％であ

　 　 　 　 り、自らの改善点を自覚した保護者は42.6%であった。ワークブック

　 　 　 　 のさらなる充実のためには食べた量を正確に把握する方法について

　 　 　 　 の検討などが必要である。

37.中年男性を対象とし 共 2011年9月 第５８回日本栄養 北村真理、古川曜子、伊達ちぐさ　他　概要　食事調査において、

た携帯電話のカメラ 　 　 改善学会学術総会 対象者の負担を軽減し、記憶の漏れを補う方法として携帯電話のカ

機能を補助的に利用 　 　 （広島） メラ機能を補助的に用いた２４時間思い出し法を開発し妥当性を検

した２４時間思い出 　 　 　 討した。結果、携帯思い出し法と秤量記録法の料理数の平均はとも

し法の妥当性に関す 　 　 　 に16.6個と一致していた。栄養素等摂取量では亜鉛、銅、ビタミン

る研究 　 　 　 Cは携帯思い出し法で有意に低かった。料理個数、栄養素等摂取量は

　 　 　 　 おおむね一致しており、携帯電話のカメラ機能を補助的に利用する

　 　 　 　 ことで、対象者の記憶の漏れを画像により補うことが明らかになっ

　 　 　 　 た。

38.教育実習生における 共 2011年09月 第58回日本栄養改 北村真理、石川天子，藤本理那　概要　教育実習生の食教育に関す

食教育についての意 　 　 善学会学術総会 る意識調査を行い、学校現場におけるこれからの食教育のあり方に

識調査 　 　 （広島） ついて検討した。その結果、食教育に関心があるかという項目に

　 　 　 　 「非常に関心がある」「関心がある」と答えた者の割合が54%であっ

　 　 　 　 た。食教育に関心がある学生は多いが、それを深める機会は少ない

　 　 　 　 ことがわかった。そのため食に関する知識が不十分であり、実際に

　 　 　 　 教育現場で食教育に関わる場合もどのように行う、関わればよいの

　 　 　 　 かわからず不安を感じるという意見が多く見られた。学生時代から
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　 　 　 　 「食教育」「食に関する指導」の理解を深める機会、実際に展開で

　 　 　 　 きる機会の提供は重要であり、その経験が教育現場における教職員

　 　 　 　 全員での食教育につながっていくと示唆された。

39.保育現場での食育活 共 2011年05月 第５回日本食育学 北村真理、石川天子、上部紗知、本多那奈子、﨑山ゆかり　概要　

動定着に向けての取 　 　 会総会（神奈川） 日常の保育で実際に取り入れることができる雑豆を使用した食育プ

り組み 　 　 　 ログラムを保育士自身に体験してもらい、日常保育で食育を取り入

　 　 　 　 れてもらうことで、保育現場での食育活動定着に繋げていくことを

　 　 　 　 目的とした。各保育士に自園でプログラムを実践してもらった結

　 　 　 　 果、子どもたちだけでなく、保育士も豆に興味を持ち、楽しみなが

　 　 　 　 ら取り組んでいる姿が多数報告された。保育士が日常の保育で食育

　 　 　 　 を行うことで、自園の子どもたちに合わせた形でプログラムを提供

　 　 　 　 することが可能となり、より効果的に食育活動を行うことができ、

　 　 　 　 日常保育での食育の重要性が示唆された。

40.保育者を対象とした 共 2011年05月 第６５回日本保育 﨑山ゆかり、 北村　真理 　概要　、豆を使った食育プログラムの

豆を使った食育プロ 　 　 学会大会 保育現場での汎用を目指し、常に子どもと接する保育者自身による

グラムの試行 　 　 　 食育の支援を目的として考案した食育研修プログラムを実施し、教

　 　 　 　 材の妥当性や今後の保育現場での食育の在り方を検討した。その結

　 　 　 　 果、保育者はプログラム体験を活かし、現場で多様な取り組みを広

　 　 　 　 げていった。日常の保育の流れの中に組み込まれたプログラムは、

　 　 　 　 子どもたちの育てる、収穫する、食べる、遊ぶなどの体感できる体

　 　 　 　 験から豆をより身近に感じていた。保育現場での食育には、テーマ

　 　 　 　 となる食材の体感によるイメージの深化こそが、子どもの日常に織

　 　 　 　 り込まれ継続した食育の取り組みになる。つまり専門家は、そのた

　 　 　 　 めのプログラムのヒントを保育者に伝えることが求められていると

　 　 　 　 思われる。

41.食生活改善行動を促 共 2010年11月 第69回日本公衆衛 上田 由喜子、北村真理 他4名　概要　食物選択と社会のつながりを

す情報提供の評価 　 　 生学会総会（東 理解させることは、彼らの食に対する認識を刺激し食生活改善行動

　 　 　 京） へと導く有効なアプローチとして成り立つと仮定し、情報提供の有

　 　 　 　 効性を評価する尺度について検討した。結果、開発した5因子から成

　 　 　 　 る尺度は個人の食物選択にかかわる社会心理的側面を評価する指標

　 　 　 　 として活用できることが示された。

42.大学生のサプリメン 共 2010年09月 第57回日本栄養改 北村真理、吉田香　概要　一般大学生のサプリメント摂取に関する

ト摂取に関する意識 　 　 善学会学術総会(埼 意識調査を行い、今後の教育資料とした。結果、サプリメントを実

調査と今後の教育課 　 　 玉） 際に利用している人は24%程度であり、興味はあるが、使用していな

題について 　 　 　 いとい人が多かった。しかし、サプリメント摂取対して「どちらで

　 　 　 　 もよい」と回答した人の割合が高く、サプリメント摂取行動はこれ

　 　 　 　 からの生活、食環境に大きく影響を受ける可能性が示唆された。

43.サプリメントの摂取 共 2010年07月 第21回日本微量元 吉田香、北村真理　他３名 概要　人の微量元素の過剰摂取の可能性

状況調査およびアル 　 　 素学会学術総会(京 を調べるためにサプリメントの摂取状況調査および意識調査、Al、

ミニウムとマンガン 　 　 都） Mnの長期曝露がラットの記憶能力に及ぼす影響について調べた。結

の慢性曝露がラット 　 　 　 果、サプリメントを摂取している人は健康に気を使って食事をして

の記憶能力に及ぼす 　 　 　 いる人が多く、天然原料のものを使用している人が多かった。ラッ

影響 　 　 　 トにおいてはMnと投与群において用量依存的に記憶能の低下が見ら

　 　 　 　 れ、天然由来のサプリメントの摂取量によっては記憶に多少の影響

　 　 　 　 がみられるかもしれない。

44.サプリメント摂取に 共 2010年07月 第21回日本微量元 北村真理、吉田香　　概要　日常のサプリメント摂取による微量元

よる微量元素の過剰 　 　 素学会学術総会(京 素の過剰摂取の可能性について検討した。結果、今回の調査からは

摂取の可能性につい 　 　 都） サプリメントの使用頻度は低かったが、サプリメントの使用に対し

て　 　 　 　 ては肯定的な意見が多く、種類によっては長期間の定期的な利用に

　 　 　 　 より過剰摂取につながる可能性も考えられた。

45.管理栄養士養成課程 共 2009年9月 第56回日本栄養改 東根裕子、北村真理　概要　管理栄養士課程の学生の食生活、生活

学生の生活習慣と食 　 　 善学会学術総会(北 習慣などを入学直後と3年次に進んだ時点とで比較し、どのような意

行動の変化 　 　 海道） 識変化があり、実際の食生活に影響しているかを調査した。結果、

　 　 　 　 1年次に比べ3年次で情報や知識が豊富になり、意識は高く持つ傾向

　 　 　 　 がみられたが、実際の行動変容には結びついていない項目もみられ

　 　 　 　 た。

46.若年者におけるサプ 共 2009年7月 第20回日本微量元 北村真理、吉田香　概要　若年者がサプリメント摂取をどのように

リメント摂取に関す 　 　 素学会学術総会(東 とらえ、日常の食生活とサプリメント摂取がどのように関連してい

る現状について 　 　 京） るかを知ることを目的とした。結果、サプリメントを摂取している
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　 　 　 　 人は身体によいと言われているサプリメントを内容を気にせず何と

　 　 　 　 なく摂取している状況であることが示唆された。

47.種々のミネラル・微 共 2008年7月 第19回日本微量元 北村真理、吉田香、黒田孝一　概要　種々のミネラル、微量元素の

量元素との比較によ 　 　 素学会学術総会 真の摂取量を把握するために食事調査による摂取状況把握に加え、

るマグネシウム摂取 　 　 （東京） 調理による損失状況も調査した。知識、意識調査も併せて行い、こ

の現状 　 　 　 れを踏まえて各ミネラル、微量元素摂取状況について把握した。そ

　 　 　 　 の結果、マグネシウム、銅、亜鉛の摂取に体する知識はほとんどな

　 　 　 　 く、その中でもマグネシウム摂取傾向を示し、ミネラル、微量元素

　 　 　 　 の中でも適切なマグネシウム摂取にむけての取組みが必要であると

　 　 　 　 示唆された。

48.サプリメントに含ま 共 2007年10月 2007衛生薬学・環 吉田香、渋谷美佐、北村真理　概要　サプリメント中にはアルミニ

れる微量元素に関す 　 　 境トキシコロジー ウム濃度が非常に高いものがあることから、様々なサプリメントに

る研究 　 　 （大阪） ついて微量元素量を測定した。その結果、植物や動物などの天然原

　 　 　 　 料由来のサプリメントで微量元素量が高いものが多かった。植物な

　 　 　 　 どの土壌汚染による影響と考えられ、それらを原料に製造されたサ

　 　 　 　 プリメント中の微量元素量も高くなっていると考えられ、サプリメ

　 　 　 　 ントの過剰摂取による健康障害に注意する必要がある。

49.若者におけるマグネ 共 2007年9月 第54回日本栄養改 北村真理、吉田香　概要　マグネシウムの日常の摂取量、調理によ

シウム摂取状況につ 　 　 善学会学術総会 る損失を加味することにより、真のマグネシウム摂取量を把握する

いての検討 　 　 （長崎） ことを目的とした。結果、日常の摂取量は男性245mg、女性230mgと

　 　 　 　 推定平均必要量に達しておらず、様々な調理操作によっても減少し

　 　 　 　 た。このことからもたマグネシウム摂取不足の可能性はより高く、

　 　 　 　 適切な摂取のための栄養教育派不可欠である。

50.食物および飲料水中 共 2006年10月 第92回日本食品衛 吉田香、北村真理、黒田孝一　概要　一般的な調理方法により、日

の微量元素量に影響 　 　 生学会学術講演会 常使用している調理器具を用いて食品を調理、食物中の微量元素量

を与える要因につい 　 　 （名古屋） の変化を調べた。結果、食物中の微量元素量が食品成分表や文献値

て 　 　 　 から計算したものと大きく異なるものがあった。調理後では銅、マ

　 　 　 　 ンガン、亜鉛量が増加していた。また、アルミ鍋を使用した際の食

　 　 　 　 物へのアルミニウムの溶出、移行は認められなかった。

51.3価ジメチルヒ素の多 共 2006年10月 2006衛生薬学・環 北村真理、黒田孝一、圓藤吟史　概要　3価ジメチルヒ素（DMAⅢ)は

核形成メカニズムに 　 　 境トキシコロジー ヒ素の中間代謝産物として高い毒性を示す。このDMAⅢが細胞分裂時

ついて 　 　 （東京） にアクチンフィラメントの正常な集合を阻害し、その結果、倍数体

　 　 　 　 および多核を誘導する結果を得た。これはDMAⅢはアクチンフィラメ

　 　 　 　 ントに作用し、それにより分裂過程における収縮環の阻害などの分

　 　 　 　 裂阻害が起き、多核が形成されると考えられた。

52.非職業性ヒ素曝露者 共 2006年03月 第76回日本衛生学 畑明寿、中嶋義明、池部麻衣子、圓藤陽子、北村真理　他２名　概

における形態別尿中 　 　 会学術総会（山 要　日本人は海産物をよく摂取するため、それによりヒ素濃度は上

ヒ素濃度の調査　 　 　 口） 昇すると考えられる。このことを踏まえ、職業性のヒ素暴露のバイ

　 　 　 　 オメーカーの再評価を行うため、化学形態別尿中ヒ素濃度測定を

　 　 　 　 行った。結果、海産物を多食する我が国のヒ素暴露作業者のバイオ

　 　 　 　 マーカー値としてACGIH、ＤＦＧの基準値をそのまま用いることがで

　 　 　 　 きないことが判明し、検討の必要性が示唆された。

53.LC-ICP-MSを用いた 共 2005年11月 第12回ヒ素シンポ 畑 明寿、北村真理、池部麻衣子、Md.Ahsan Habib、井上嘉則、圓藤

20歳前後の女性の尿 　 　 ジウム（岩手） 吟史

中ヒ素化合物定量 　 　 　 尿中ヒ素化合物はヒ素暴露量を反映することが知られており、ヒ素

　 　 　 　 暴露の指標として用いられている。今回、我々の研究室で確立され

　 　 　 　 た分析法して定量を行った。大阪近郊在住の20才前後の女性38名を

　 　 　 　 対象に　尿サンプリングと海産物摂取アンケートを行った。結果、

　 　 　 　 16種類のヒ素化合物が尿中から検出され、うち9種類は未知ヒ素化合

　 　 　 　 物であり、大部分がDMAとAsBeであった。これらは海産物摂取由来の

　 　 　 　 ものであると考えられた。

54.高校生の食生活、食 共 2005年09月 第52回日本栄養改 北村真理、日下光子、小林鮎美、小林恵美、谷岡友紀

に対する意識につい 　 　 善学会学術総会 近年、若者の食生活の乱れ、意識の変化が多く報告されている。今

て 　 　 （徳島） 回、現代の高校生の食生活や食に対する意識調査を4地域で行い、地

　 　 　 　 域による食生活の違い、男女による違いなどを検討した。結果、平

　 　 　 　 日における朝食の1回以上の欠食率は25.3％であり、休日になると

　 　 　 　 42.9％と欠食率は2倍に増えた。地域による差では都心に近い地域

　 　 　 　 （境、伊丹）煮比べて都心から離れている地域（丹後、篠山）では

　 　 　 　 外食率が低下し、有意な差がみられた。
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55.慢性腎不全の栄養管 共 2004年10月 第51回日本栄養改 北村真理、藤原政嘉、堀内幸子、塚田定信、渡邊佐智子、池田聖子

理（とくに低リンに 　 　 善学会学術総会 　概要　軽度の減たんぱく質食で低リンの食事療法を継続すること

よる栄養管理につい 　 　 （石川） で腎機能への影響、食事療法の効果、継続の可能性を検討した。結

て） 　 　 　 果、低りんを意識した食事療法の継続性はこまめな指導、変化のあ

　 　 　 　 る食生活をもたらすことにより継続は可能であった。食事療法開始

　 　 　 　 後半年間は腎機能の安定が観察されたが、その後腎機能の低下が観

　 　 　 　 察された。これより低りんを意識した食事療法を取り入れることは

　 　 　 　 効果的であるが、長期間、減たんぱく質で行うことには今回の症例

　 　 　 　 からは疑問が残る。

56.学生の料理展開能力 共 2004年03月 第2回日本栄養改善 北村真理、漆谷裕子、灰原みどり、野々村瑞穂　概要　学生に食品

の実態 　 　 学会近畿支部学術 群に対する料理展開能力を調査し、今後どのような食品群や調理法

　 　 　 総会(大阪） を重点的に指導していくべきかなどについて検討を行った。結果、

　 　 　 　 1年次生より2年次生で料理解答数が多かった。食品群では料理のバ

　 　 　 　 リエーションが豊富な魚、卵、大豆、野菜類で1年間の教育による有

　 　 　 　 意な差がみられた。蒸す、焼く、炒めるにおける学年間に有意な差

　 　 　 　 がみられた。実習や受領で取り上げられた料理形態、食品群は料理

　 　 　 　 展開能力に大きく影響すると考えられ、展開能力を育てる上で形態

　 　 　 　 的な料理展開を意識した受領、実習を積極的に行うことが重要であ

　 　 　 　 ると考えられた。

57.実践能力向上への取 共 2004年03月 第2回日本栄養改善 漆谷裕子、北村真理、灰原みどり、野々村瑞穂　概要　栄養指導を

り組みについて 　 　 学会近畿支部学術 実践できる能力を在学中から養うため、効果的な方法について検討

　 　 　 総会(大阪） を行った。10のテーマで発表を行いその発表能力の向上度を評価し

　 　 　 　 た。評価方法は声の大きさ、内容の充実、態度表情、話術、原稿を

　 　 　 　 見る頻度の5項目にポイントと置き、評価を行った。結果、前期の実

　 　 　 　 習では一人平均当たり1.7ポイント上昇が見られ、後期の実習では

　 　 　 　 2.4ポイントの上昇がみられた。また発表能力の向上が見れた学生は

　 　 　 　 全体の95％であった。

58.ジメチルアルシン酸 共 2003年10月 第11回ヒ素シンポ 黒田孝一、吉田　香、北村真理、翁　昌子、M.A.Habib、圓藤陽子、

関連物質の毒性 　 　 ジウム（北海道） 圓藤吟史　概要　 in vitroおよびin vivoの実験により、ジメチル

　 　 　 　 アルシン酸の関連物質の毒性を検討した結果を報告した。ジメチル

　 　 　 　 アルシン酸（DMA）はチュブリンの正常な集合を阻害し、その結果正

　 　 　 　 常な紡錘体形成を阻害することによって、分裂中期捕足活性を発揮

　 　 　 　 し、チュブリンGTPase活性にも影響を及ぼすことがわかった。DMAに

　 　 　 　 システイン添加することにより毒性が強まることがわかった。これ

　 　 　 　 はDMAIII価に変化したためと考えられた。また、食餌中のCysはヒ素

　 　 　 　 のメチル化や大腸菌による未知ヒ素代謝物生成に大きく関わってい

　 　 　 　 ることが分かった。

59.糖尿病食事療法にお 共 2003年09月 第50回日本栄養改 北村真理、藤原政嘉、堀内幸子、伊達ちぐさ、片山洋子　概要　糖

けるカルシウム摂取 　 　 善学会学術総会 尿病患者におけるカルシウム摂取量と他の主要栄養素との関係を明

量の問題点 　 　 （岡山） らかにするために調査を行った。結果、カルシウム摂取量との相関

　 　 　 　 関係は0.630、カルシウム摂取量とたんぱく質摂取量との相関関係は

　 　 　 　 0.693、カルシウム摂取量と脂質摂取量との相関関係は0.739であっ

　 　 　 　 た。糖尿病の食事療法で指示量がエネルギー指示量より1685kcal、

　 　 　 　 蛋白質67g、脂質57g以下に設定されている場合、カルシウムの食事

　 　 　 　 摂取基準である600mgを摂取できない可能性が示唆された。

60.3価ジメチルヒ素の核 共 2003年07月 第14回日本微量元 北村真理、黒田孝一、圓藤吟史　概要　3価ジメチルヒ素の核におよ

に及ぼす影響 　 　 素学会総会（大 ぼす影響を調べた。その結果、3価ジメチルヒ素は1.25μM以下で量

　 　 　 阪） 反応的に多核を形成した。分裂期細胞では1.25μMで4倍体形成、2.

　 　 　 　 5μMで分裂捕捉が上昇した。1.25μMで収縮環の形成阻害も観察され

　 　 　 　 た。以上より、3価ジメチルヒ素は分裂捕捉（紡錘体形成阻害）と同

　 　 　 　 時に細胞分裂も阻害すると考えられた。

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.食育活動の振り返 単 2020年3月 栄養科学研究所公 トピックス紹介演者として、研究所での食育活動の振り返りに関す

りー食育の評価につ 　 　 開シンポジウム る内容を発表した。

いて考えるー 　 　 　 　
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2.ひと目で分かる食べ 共 2019年1月 創元社 食に関する幅広いテーマにして優しく学べるビジュアル図鑑。１

物の仕組みと働き図 　 　 　 テーマが見開きで完結するコンパクトな構成とミニコラム形式の短

鑑 HOW FOOD WORKS 　 　 　 くわかりやすい解説で食べ物について総合的に理解できる。日本語

　 　 　 　 版 1,2５章を中心にを監修

3.子どもの「食べる」 単 2016年12月 尼崎市教育委員会 子どもにとって「食べること」の重要性、共食の重要性、家庭、地

を考える〜「食べるこ 　 　 事務局　社会教育 域における共食の取り組み事例の紹介などを通して、市民に子ども

と」は「生きるこ 　 　 課　市民啓発冊子 にとっての共食の重要性を啓発することを目的に執筆した。

と」〜 　 　 　 　

4.Kyoshoku means 単 2013年12月 DINE（ 日本での食育活動の紹介として、保育現場での共食お鳥食い、重要

"eating 　 　 Divisionof 性についてまとめた

together" in 　 　 International 　

Japanese. 　 　 Nutrition 　

　 　 　 Education) 　

　 　 　 NEWSLETTER 　

　 　 　 Winter 　

６．研究費の取得状況
1.保育現場における園 共 2024年 武庫川女子大学 令和６年度

児の咀嚼機能向上を 　 　 「女子総合大学に 概要

目指した食育プログ 　 　 おける挑戦的次世 保育現場において、発育、発達段階に応じた咀嚼能力の育成も含め

ラムの構築 　 　 代女性リーダー育 た正しい咀嚼へと導くための食育プログラムの構築を試みる。

　 　 　 成プログラム」 　

　 　 　 「架橋横断的重点 　

　 　 　 共同研究・グロー 　

　 　 　 バル共同研究支 　

　 　 　 援」代表 　

2.幼児の野菜摂取増加 共 2023年 日本学術振興会科 令和５年度〜令和7年度

を目指した食育活動 　 　 学研究費 基盤研 概要

の評価に関する研究 　 　 (C)（一般）代表 野菜摂取状況の把握方法を、負担が大きく継続実施が困難である摂

　 　 　 　 取量ではなく、保育者、保護者が対応可能で、かつ簡便で継続実施

　 　 　 　 ができる評価方法を提案し、幼児の野菜摂取増加につながる食育プ

　 　 　 　 ログラムを構築し、保育現場での普及を図る。

3.中高年のサプリメン 共 2020年 日本学術振興会科 令和2年度〜令和4年度

ト摂取によって起こ 　 　 学研究費 基盤研 Caを中心にZn ,Fe ,Cu,Mnとの組み合わせ長期間過剰摂取が脳神経系

るミネラル過剰摂取 　 　 (C)(一般) 代表 同 に及ぼす影響に焦点を当て、多角的に検討する。また、サプリメン

が老人性認知症に及 　 　 志社女子大学 吉田 トと食物を組み合わせて摂取することによって起こるミネラル過剰

ぼす影響 　 　 香 摂取の可能性を検証し、人における過剰摂取の有無を簡易に調べっ

　 　 　 　 るモニタリング方法の開発を行う。

4.健常成人における低 共 2017年６月 産学菅連携による 平成29年度（株）サザエ食品との共同企画として、低糖質おはぎの

糖質おはぎの食後血 　 　 西宮ブランド産品 開発を行った。

糖応答への影響 　 　 創造事業 　

5.保育現場における食 共 2017年 日本学術振興会科 平成29年度〜令和3年度

育の評価指標に関す 　 　 学研究費 基盤研 概要

る研究 　 　 (C)(一般) 代表 保育現場に実施されている食育の評価指標の整理を行い、目安とな

　 　 　 　 る共通の評価指標を開発、確立する。確立した評価指標を用いて系

　 　 　 　 統的な食育の実践につなげることで、保育現場における食育の質の

　 　 　 　 向上に貢献する。

6.微量元素の組み合わ 共 2017年 日本学術振興会科 平成29年度〜31年度

せ過剰摂取と高脂肪 　 　 学研 究費 基盤研 概要

食が老人性神経障害 　 　 (C)(一般) 代表 同 本研究では認知症と関連が注目されている亜鉛、銅、マンガン、鉄

に及ぼす影響 　 　 志社女子大学 吉田 を中心にその組み合わせ摂取や高脂肪食が脳神経障害に与える影響

　 　 　 香 に焦点を当てる。北村担当分はヒトにおける微量元素摂取量のモニ

　 　 　 　 タリング法として、尿中排泄量が消化吸収率を加味した有効な方法

　 　 　 　 であるかを検証する。

7.微量元素の過剰摂取 共 2014年 日本学術振興会科 平成26~28年度

と欧米型食生活が老 　 　 学研 究費 基盤研 概要

人性神経障害に与え 　 　 (C)(一般) 代表 京 本研究では、銅、亜鉛、マンガン、鉄の過剰摂取と高脂肪食の組み

る影響及 　 　 都光華女子大学 吉 合わせが脳神経系に及ぼす影響に焦点を当て、広角的に検討してい

　 　 　 田香 く。北村担当分ではヒトの微量元素摂取量を簡易に調べるモニタリ

　 　 　 　 ング手法の開発及び共存成分による腸管吸収の違いを調べる。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
8.微量元素の過剰摂取 共 2011年 日本学術振興会科 平成23年度〜25年度

が老人性神経障害に 　 　 学研究費　基盤研 概要

与える影響及び摂取 　 　 (C)(一般) 本研究では、長期間投与により自発行動、記憶能の低下が示唆され

量のモニタリング方 　 　 代表　京都光華女 たMnおよび脳神経変性疾患への関与の可能性が報告されているZn、

法の開発 　 　 子大学　吉田香 Cu、Feに焦点を当て、脳神経変性の関連性を多角的に調べる。北村

　 　 　 　 担当分ではサプリメント常用者の食生活の調査と市場より購入した

　 　 　 　 サプリメント中に含まれる微量元素量より、過剰微量元素摂取を換

　 　 　 　 算する。また、実際の微量元素の体内摂取量を簡単に推定できるモ

　 　 　 　 ニタリング指標の開発を行う。

9.「からだもこころも 共 2009年 雑豆需要促進研究 平成21年度

元気に育つ、雑豆食 　 　 情報事業委託 概要

育プログラムの提 　 　 代表　武庫川女子 幼児体育を融合させ、食と運動遊びの両方からのアプローチで雑豆

案」 　 　 大学　北村真理 を使用した食育プログラムの構築を目指すことを目的とした。国外

　 　 　 　 の雑豆に関する幼児向けの食育の現状を把握した上で、国内での雑

　 　 　 　 豆に対する知識の普及と幼児向けの遊具としての身近さを実感でき

　 　 　 　 るような包括的な雑豆の消費拡大を視野に加え、保育現場で保育者

　 　 　 　 が手軽に雑豆を通じた食育指導の実践と運動遊びのプログラムの開

　 　 　 　 発を行った。

10.「サプリメント摂取 共 2008年 日本学術振興会科 平成20〜22年度

による微量元素の過 　 　 学研究費 基盤研 概要

剰摂取が老人性神経 　 　 (C)(一般) 長期間のサプリメント摂取による各種微量元素の組み合わせ摂取に

障害に及ぼす影響」 　 　 　 より老人性神経障害が起こる危険性がある。そこで、本研究ではま

　 　 　 　 ず栄養調査によりサプリメント使用の現状を明らかにした上で、サ

　 　 　 　 プリメント中に含まれるアルミニウム、マンガン、鉄などの微量元

　 　 　 　 素量を調べた。さらに、化学形態によりその生体内での吸収・分

　 　 　 　 布・毒性が異なる可能性があるので、微量元素の化学形態別分析方

　 　 　 　 法を開発した。また、微量元素の長期にわたる過剰摂取が神経系に

　 　 　 　 及ぼす影響を行動試験や病理組織学的検査により調べた。

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.〜現在 日本栄養士会

2.〜現在 日本保育学会

3.〜現在 日本栄養学教育学会

4.〜現在 Academy of Nutrition and Dietetics

5.〜現在 日本公衆衛生学会

6.〜現在 The Society for Nutrition Education

7.〜現在 日本健康教育学会

8.〜現在 日本栄養改善学会

9.〜現在 日本栄養食糧学会
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